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はじめに
子どもにとって表現とは何なのか。人間にとっ
て表現とは、生きるうえで欠くことのできない自
己実現の方法であり、伝達手段でもある。表現と
は育てるもの、開拓するもの、発見するものであ
り、造形表現は人間が原始時代からまた一人の人
間の成長過程で獲得してきた能力でもある。しか
し本能として誰もが持っている能力としての造形
力が成長するにしたがって、苦手なものになって
いくことが見受けられる。一般的には走ることや
泳ぎが苦手と同様に、「美術」が苦手ということは
あっても不思議はない。しかし幼児期の描画活動
は全く別の問題なのである。子どもの時本能とし
て持っている造形能力は、好き嫌いではなく自然
に行なっている行為である。その活動に大人が関
わることで押し付けになったり、大人の側の判断
でじゃまをすることになったり、嫌いにさせてし
まうことがあってはならない。嫌い、苦手になる
要因には子どもたちが成長するに従って、自ら他
と比較するという行為が生じ、自分は絵が上手く
はないのだと思い込んでしまうこともある。また
「上手な絵」とはこういうものだと、思い込んだ大
人によって教えられ、判断されたことの結果とも
言える。では子どもたちにとって絵を描くことが
なぜ大切なのか。幼児期において発達段階での描
画活動は一人の人間として生きる事につながる要
素を多分に持っているからこそ重要なのである。
幼児教育者の熱心さの中に、見落としがちなこと
がある。あらためて子どもにとっての造形表現と
は何か、子どもにとってなぜ描くことが大切なの
かを子どもの描画発達過程にそって考察し、また
保育者養成の立場から子どもの造形への援助につ
いて考察を加えるものである。
?．「表現する」ということ
「「自己表現」を中心目的とする傾向は、学校教
育のどの教室にも見られる現象と言ってよいだろ
う。子どもたちは、美術の授業において「自由な
表現」を求められ、多数の絵画作品を制作してい
るが、それらを手編みのセーターのようには大切
にしていない。ほとんどの作品は、無理に買わさ
れた商品のように、家に持ち帰るとすぐ、苦々し
い思い出とともにゴミ箱へと捨てられてしま
う」(註1)と『表現者として育つ』で佐藤学は言う。
表現をすることが大切と言われ続けながら、表現
とは何かの問も湧き起こる。美術活動の本質は人
間に備わっているものであり、広い場所があれば
走りまわりたいというのと同様の行動であり、広
くて平らな場所、白い場所があったら、例えそれ
が冷蔵庫の扉であっても、絵が描きたい、しるし
を付けたいというのが人間である。地球上のすべ
ての人類は描くことについては同じ発達段階をた
どる。「世界中のどんな民族でも、子どもがはじめ
ておとなにもわかる画を描き出した時には、大半
が人間をほぼこの様に（頭足類）描くのである。
人種の違いに関係なく、同じ現象が到るところで
見られる」(註2)と鬼丸吉弘は『児童画のロゴス』で
言う。生まれた赤ちゃんが、両手をフリーにする
ことが出来る段階、すなわち、首がすわってお座
りが出来る、つかまることなく立つ事が出来る段
階に達した時、フリーとなった手は描画ための素
材である鉛筆・色鉛筆・クレヨン・クレパスなど
を持ち、しるし付けることを始める。物が持てる、
しるしがつく、そして描きたい気持ちが合わさっ
て、子どもは描く行為を持続させる事が出来るよ
うになる。身体的には、肩の働き、腕の動き、手
首を動かしというように順次筋肉、関節の発達に
従って、絵を描くことも変化していく事になる。
それは「表現する」ことの大きな一歩となってい
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く。子どもの描く絵は「いたずら」「らくがき」「め
ちゃくちゃ」と一般には思われてしまうようだが、
前述したように世界中の人類が皆同じ発達段階を
通るという児童画の発達原理が働いている。鬼丸
吉弘は『児童画のロゴス』において、幼児期の描
画体験とその後の美術とのかかわりをこのように
述べている。「責任ある立場に置かれた者の側での
正しい努力はされねばならないのであって、この
段階にそれぞれの子どもの個性を殺さずに、適切
な訓練や指導を行なう事は必要なことである。そ
のことは適切におこなわれるかぎり、天分ある者
を害することがなかろうし、他方天分なき者にも、
芸術体験の喜びを保証するだけでなく、感性と悟
性の調和のとれた、全き人間性の充実に資すると
ころが大きいからである。」(註3)つまりどのような
体験をするかによってその人の一生において美術
とどう関わるかにも影響するということを意味し
ている。幼児期の描画体験を誰もが経験するのだ
が、その後の成長過程で美術が苦手になってしま
う場合が多々見受けられるのである。思春期の危
機とも言われる自己抑制が働いてしまうのだが、
その自己抑制を生み出してしまう仕組みが学校教
育の過程の中に残念ながらあるのだと言える。「中
学校で教師が精神的に疲弊してしまう教科の第一
位が音楽、第２位が美術といわれていますし、授
業の妨害とか逃走が一番多い教科は、やはり音楽
と美術です。これは芸術教育が自我の危機と結び
ついていることを示していますが、逆に言えば、
音楽や美術の渇望は、一人ひとりの自分探しの根
源的欲求に根ざしていて、そこに表現者の教育の
可能性もあると思います」と佐藤学は『表現者と
して育つ』で語っている。(註4)現在の学校教育の中
で、美術は何が出来て、何が出来ずにいるのだろ
う。保育者養成において、造形担当者が総じて苦
労しているのが、大学、短期大学にかかわらず美
術が苦手で入学してくる学生の多さである。新入
学生への調査では、その半分、多い年は４分の３
の学生が美術は嫌い、苦手と答えている。(註5)美術
専門者、作品制作者ではない教員による美術教育
は、人間が本能として持っている造形の喜びを伝
えきることはやはり困難だろう。そのような体験
のない人特有の保守性、写実への偏り、自由な表
現といいながら実は一定の枠のなかでしか認めら
れないものになっているのが実情であろう。幼児
期の描画活動を支える保育者が、苦手意識の美術
体験しか持ち得なかったら、出会う子どもたちへ
の影響ははかり知れない。「自由は、それを与える
者によって範囲が違ってくるということは、そこ
でいう自由は与える者の考え方が基本になるとい
うことです。」と中西茂幸は『表現―遊びと造形と
子どもの世界』で言う。(註6)表現するとは自分の心
と向きあう、自分の思いを形にすることが出来る
方法を訓練して獲得する、手に覚えさせる、修練
という事があって他を導く事も可能になるのでは
ないだろうか。就学児童の造形教育に見落とされ
てきたもの、欠けているのは、実はこの修練とい
う点である。このことに付いては後述する。
?．子どもの造形表現
子どもの造形表現には子ども特有の感覚が大き
な意味をもっていると言える。おとなと、出来上が
りつつある感覚をもつ子どもとは使う感覚も違っ
ていると清原知二は『表現―遊びと造形と子どもの
世界』で子供の感覚を以下のように分類している。
特殊感覚―視覚、聴覚、嗅覚、味覚、平衡感覚
（大脳系）
体制感覚―触覚、圧覚、温覚、冷覚、痛覚、運
動感覚（大脳、脊髄系）
内臓感覚―臓器感覚、内臓痛覚（深部感覚）
・特殊感覚：完成は青年期
この感覚は直接そこに行かなくても
見たり、聞いたりできて非常に便利
なので、よく使われる感覚である。
・体性感覚：9歳くらいで完成される
といわれる。大脳と脊髄で処理され
る感覚。
生命を維持するための基本的な力を
備えた感覚。
・内臓感覚：意識すれば胃の場所がわ
かるように、それぞれの場所を示す
感覚。大人も子どもも普段は意識し
ない感覚。(註7)
子どもの感覚は体性感覚を中心に発達を始める。
生命維持の感覚であるゆえ、生後すぐの時点でも
体性感覚はよく働くようにつくられており、また
感覚をひとつにまとめる役目を負っている。体性
感覚を先導役にして、特殊感覚が育まれ、明瞭に
なると考えられる。大人が視聴覚という特殊感覚
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優位なのに比べると大きな違いがあることに気付
くはずである。このように子どもの造形活動は、
触覚に代表される体性感覚を主にした行為であり、
直接ものとかかわる事から始まり、直接触れる、
体験するような活動が重要になってくる。子ども
の造形活動はこのように発達すべき感覚を使う行
為であり、教えなくても子どもは行うし、特殊な
ものではなく必要として行なわれるものと理解さ
れなくてはならない。鬼丸吉弘は子どもの見方と
大人の見方の違いを「近視的見方」と「遠視的見
方」としてあげている。子どもは手で触るように
それぞれの事物を見るのだとしている。しかし触
るように見るという触覚性の概念は、狭義の触覚
だけをさすのではない。「運動感覚の触覚性と密接
に結合している他の諸感覚を含む、一層広い概念
であり、それは近代の生理学で言うところの身体
性の感覚、つまり体性感覚とよばれるものに当た
る。それゆえ、子どもの画は幼児に遡れば遡るほ
ど、体性感覚による支配が強くなる。」と『児童画
のロゴス』(註8)で言う。
?．児童画の発達過程
児童画の研究は20世紀半ばやっとその緒につ
いたばかりであり、21世紀の今日まで多くの研究
者により論議が繰り返されている。「かつて児童画
がおとなの絵画を未熟・幼稚にしたにすぎないも
のと見なされ、一日も早くそこから脱出すべきカ
オスとしてしか考えられなかった時代があった。」
と鬼丸吉弘が『児童画のロゴス』で言っているよう
に未熟な大人、指導されねばならない時期、とい
う考えは今日でもまだ幼児教育者の中に存在して
いる。だからこそ児童画に対してはこのようにも
言う「児童画とは、偶然性や思考錯誤の要素を含み
つつ、しかもそのじつ一昔前に誤り信ぜられた様
な渾沌、無方針と猥雑の混乱した集積ではなく、
その本質から見ればあるべき必然性に促された、
首尾一貫性をもつ、一種の論理性を内にひそめた
行為である」(註9)ことを確認し、児童画に対してま
ずは発達段階を年頭に置いての指導・活動でなけ
ればならない。子どもの画がどのような原理に
よってなり立っているかを知るためには、まずは
子どもが描いているところを観察することである。
発達の段階と年齢を念頭においておく事もまた大
切となるが、しかし今日、外部からの影響、テレビ、
印刷物の存在なども大きく単に年令だけの発達段
階を計る事は難しいとも言える。児童画の発達の
研究については前述したように20世紀に始まっ
たばかりだが、名だたる研究者をこれまでにも輩
出してきた。多くの研究者たちによって、発達段
階区分もいろいろな名称で呼ばれてきた。「乱画
期」「図式期」「写実期」などである。しかし、これら
の呼び名は適切とは言いがたいと鬼丸吉弘は『児
童画のロゴス』で言う。(註10)鬼丸の区分に従うと子
どもたちの造形活動は、おおむね三つの段階に分
けられるという。全く新しい言葉で表されたのが
「表出期」「構成期」「再現期」である。この三つの
段階名に関して鬼丸吉弘は以下のように説明する。
「表出」とは人間の内部にあるものを外に現わす
ことであり、この衝動がなければそもそも制作と
いう行為は初めから起こりえない。「構成」とは諸
要素を組み立てて、作品という一つのまとまった
世界をつくりあげるはたらきである。「再現」とは
私たちの外部世界から採られた諸要素を芸術作品
という別な次元に再生させる行為である。子ども
の作品は即、芸術作品ではない、しかし大人の芸
術作品とその成り立ちにおいて共通点を多く持っ
ていることから児童画の区分名としては今までに
ない、造形用語である三つの要素名を冠した。
「表出期」：おおむね描かれたものが大人の目に、
何をしているのかわからない。自我と外界とのか
かわりの中で、自我を外界に表出しその痕を残す、
出来上がった線描の結果に対し子どもはさして関
心をもたない。子どもの関心はもっぱらしるしを
つけること、描く事そのことにある。「なにか」を
現わすよりも描く事それ自体が目的である事が少
なくない。
「構成期」：描かれたものがなにをあらわすかお
およそ大人の目にも分かるようになるが、その描
き方が普通のおとなの描き方とは非常に異なって
いる。
「再現期」：ほぼ一般の大人が常識的にもってい
る普通の描き方か、それに近い仕方で描く時期。
初期の子どもの線描を分類した研究として知ら
れているのはアメリカのローダ・ケロッグの研究
である。ケロッグは膨大な数の子どもの絵を集め
分類を行った。この研究があって子どもの絵の研
究は飛躍的に進んだことは確かである。ケロッグ
は子どもの初期線描を20種に分類しているが、鬼
丸は４種に集約することが出来ると言う。
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以下は鬼丸吉弘による児童画の「発達区分」に
従って、示したものである。
１．児童画の発達段階―鬼丸吉弘の区分
「表出期」
表出期には、四つの形態をみる事が出来る。こ
の分類の長所は、フォルムとして初期線描の基本
形態を示すと同時に、この期間における幼児の線
描の、発達の順序をも示している。
・たたきつけ
肩の関節運動によって生ずる。手が物を掴むこ
とが出来る状態になり、手にした筆記具でしるし
をつけた時にはつつく、叩きつけるといった痕跡
となる。
・振幅
やや発達が進む、まだ肩の関節運動ではあるが、
肩を中心とした円運動による弧を描くようになる。
左右への繰り返しの線となる。
・回転
肘関節が使えるようになると、粗いながらも一
種の重複回転形が生じる。これを繰り返すうちに、
ととのった重圏円へと発展する。
・迷走
動きが手首や指の関節も自由になってきたこと
を示している。進んだり、戻ったり、重なったり
しながら、空間の中を自由に行き来する。決めら
れた方向性をもたないので迷走と呼ばれる。
この時期は、大人から見てなにを描いたか、な
にを現わしたか判別できなかったことから、とか
く無意味なものとして無視されがちだった。しか
しそれは幼児が、なめたり触ったりして外部へ働
きかけを行っていることのあらわれであり、未知
の世界の探究であり、内面的感情の発露であり、
精神の満足をもたらすものだと、鬼丸吉弘は『創
造的人間形成のために』で言う。(註11)
図１．２才半 女子
もうぐるぐるの螺旋が画けている
図２．２才半 女子
図３．肩、肘が動く ３才 女子
図４．３才 女子
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２．①「構成期（一）」
子どもの描いたものが大人の目にもはっきりそ
れとわかるのは、いわゆる「頭足類」からである。
なぜ子どもは人間をこのように描くのだろうか。
子どもは描いた円形の中に生きた具体的な存在を
見ている。大人の目にはただの平面的図形でも、
子どもにとっては中味のぎっしり詰まった生きた
実体なのだ。線で囲むと言う事、完結した線の円
形運動とは、まさに周囲を手でなぞりながらある
ものの形態をしっかり触知し得たことを意味する。
・まんだら
偶然直線が描けるようになり、それが単独の直
線になり、円と単独の垂直線と水平線を組み合わ
せて、まんだらと呼ばれる形が生ずる。この形が
生じたら、その後短期間で頭足類の出現になる。
図７．頭足類２
顔の横、髪のように見えるものは服や身体の意識。
３才 女子
図６．頭足類１ 最初期の頭足類
二本線は足でもあり、足の間が体の時もある。
図５．円のなかに見事なクロス ３才 男子
図８．頭足類３
体と足が出現 ３才 女子
図９．頭足類４ お母さん
全体は黄色で描かれている。目にあたるところか
ら赤い線が引かれており、一見赤い涙のように見
える。二本の線の間は体、赤い服を現わしている。
４才 女子
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鬼丸吉弘は「この場合、顔のようにみえるもの
は顔ではありません。それは全身なのです。この
場合円い形は、ある「もの」の全体を、円という
最も単純な形に煮つめてとらえているのです。そ
してそこから出る直線は、このあるものが外に向
かってはたらきかける、はたらきや方向を最初意
味しているのです。左右に二本だったり、下方に
二本となったとき、子どもの意識としてははっき
りと、それを「手足」として見るようになったと
言えるでしょう。」またこのように言う「頭足類と
いうものは、ものの形を外から見て写し取ってい
るものでなく、無意識のうちに相手になり切って、
相手に同化している心の所産です。それは対象の
内側から組み立てられた絵なのであって、見たも
のを見たように映しているものでは在りません」
と『創造的人間形成のために』で言う。(註12)これこ
そこの時期の子どもの絵を知る大切な点であり、
子どもはこの後関わっていく外界、大人の世界で
生きていくための準備を行なっているのである。
② 「構成期（二）」
頭足類からの発展、胴部の意識化。身体部分が
描かれるようになるが、手の出現にも段階があり、
まずは手なしの人間が描かれ、女の子の場合はス
カートから手が出ていることも多々見られる。手
足の動きに注意が向けられると横向きに現わす必
要性が出てくる。正面観と横向きが合体した事物
が描かれる、それが観面混合である。典型的なの
が道、家、木、テーブルの描き方などにそれが見
られる。
図11．頭足類６ ４才 男子
既にいろいろ描けるようになっているが、略して
描いた頭足類。基底線としての海、空。
図12．かにさん ４才 女子
いわゆる太陽型
図13．家 ４才 男子
観面混合 いろいろな面から見た家を同一画面に
描く。
図10．頭足類５
顔の中に首飾りが描かれており、顔の下部は体に
なっている。手は方向線で表されている。４才 女子
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図15．４才 女子
スカートは体、模様は服全体。空と太陽。足。
図16．４才 女子
スカートは身体全体を表す。
図17．４才 女子
スカートが身体、スカートから手が現われた。
図18．５才 女子
運動会。やはりスカートから手。基底線、万国旗
が空を表す。
図19．５才 女子
家と人間が同じ大きさ。
家は家、人は人で描く、別々の意識で描かれる。
図14．４才 女子
体の部分がはっきりしてきた。髪の一部が手とし
て方向線で現われた。
図20．５才 女子
ブランコの空間がぎっしりと詰まっている。
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就学期の女の子たちが描く特徴として、長い髪、
長いスカートをはいたいわゆるお姫様型の女の子
像がある。体の分化は出来つつあるが手が描かれ
ていない、しかしここまで来ると間もなく細部ま
で描くようになる。この女の子像は誰もが描き、
やがて忘れていく典型かもしれない。
図21．５才 女子
木。幅のある垂直面で表される地面。
図22．
しっかりと分化した体、しかし手は方向線で表さ
れている。
図23．女の子１ ４才女子
図24．女の子２ ４才女子
図25．女の子３ ４才 女子
図26．女の子４ ５才 女子
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一方この時期の男の子は線で描くことが多く、
迷路などを一生懸命描く姿が見られる。
３．「再現期」
分化の度合いが進むほど、表現は現実の目がと
らえた現実の自然の状態に近づいてくる。空間に
ついては、人や木や家が、必ずしもこれまでの様
に一本の基底線から立ち上がるのではなく、それ
らの立脚する基底そのものが幅をもってくる。こ
の時期にはじめて、空が地面のところまで届いて
いることを意識する。したがって、空間の奥行き
という問題に足を踏み入れる。
この頃になるとこの空間体験は児童の描画にひ
とつの危機をもたらす。多くの子どもはその表出
力、形成力を喪失し、常識的で平板な表現へと陥っ
ていく。子どもの画に面白みがなくなるのがこの
時期である。子ども自身のなかで、描画意欲の喪
失という現象が起こりはじめる。
ここに「美術嫌い・苦手」を作り出す、あるい
は作り出さないための一つの鍵があるのではない
だろうか。
?．造形活動の本質
子どもたちが画を描くことによって獲得してい
く能力は視覚による物事の認識、言葉、知覚、言
葉から得られた認識によるイマジネーションする
能力など、はかり知れない。私たち大人はイメー
ジ上で、実際に触らずとも綿の質感、鉄の質感を
感じ取ることが出来る。また遠近の感覚、前にあ
るもの、後ろにあるものを判別する、大小のとら
え方、それらを実際には触らずとも、実際にはそ
の場になくても、組み合わせて絵を描いていくこ
とが出来る。今、子どもたちは描くことの準備を
しているのであって、大切なのはその歩みを止め
ないことであり、教える事は階段を飛び越える事
になってしまう。子どもにとって絵を描くことが
なぜ大切なのか、実生活に結び付けてみると以下
のようなことが考えられる。
ａ．記憶を助ける―記録する能力
ｂ．装飾的価値―自分の身の廻り、服装、生き
方にも影響
ｃ．情操教育―心を育てる
美しいと感じる心
嬉しいと感じる心など
ｄ．想像力―創意工夫力、イメージする力
絵とは見えないものを見える形にするものであ
るともいえる。したがって子どもが感じたものを
絵にすることで、見える状態にしてくれているの
である。だからこそ教え込んで描かせる事に意味
はない。目はそこに映るものを瞬時に取捨選択し
ている、絵を描くということは、その能力を育て
ているのである。絵を描くということが、誰でも
出来る能力と言いつつ、現実には、ある訓練を受
けた人たち、小さい頃から描くことが好きだった
人たちの楽しみになっている観がある。いつから
特殊能力になってしまったのか。「とかく一般の人
びとには、絵というものを、「見えるものを写す」
ものだとする誤解があるのですが、たとえ画家は
一見、見えるものを描いているかに思われる場合
でも、実は、見えるものについての、その人に心
に感じた物を描いているのです」鬼丸吉弘が『創
図27．迷路 ６才 男子
鏡文字もこの時期に現われ、あっという間にその
能力を失う。
図28．６才 女子
空と地面がつながった。木も斜面に垂直に立って
いる。
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造的人間形成のために』(註13)で言うように、絵とは
その人の心に感じたものを形に表したものである
なら、感じたことを表すためにはその訓練が必要
となってくるのではないだろうか。画家である松
本キミ子は『絵を描くっていうことは』(註14)の―作
者の満足感はどこから生れるか―で「私はほめち
ぎったりはしていないはずだ。私はまず「もの」
を描かせる。そして、そのものが、それらしく描
けて、はじめてほめるのだ。「ほめて、おだてて、
能率をあげよう。そうすればうまくいく」なんて、
とんでもない。根拠のないほめ言葉―おせじこそ、
子どもたちをシラケさせてしまうものだ。」またこ
のようにも言う「ヘンな文字、まちがった文字を
書いた時、「子どもの気持ちを大切にしなければな
らないから」といってほめる人はいないだろう。
それなのに「絵」となったら、「芸術」という名前
がついたら、「ほめなさい」の常識がはびこる」(註15)
これは就学期において多くは起きる事だが、幼児
の段階でも、子どもたちは自分が満足できる活動
をしたかどうかは敏感に感じ取っている。おとな
の絵と子どもの造形活動は根本で違う。子どもが
絵を描くのはいわば本能の部分であって、その活
動があって、人間としての能力を備えることと
なっていくのだから、おとなは不用意であっては
ならない。
?．子どもを支える援助
鬼丸吉弘は「教師たるもの、勉強しなければい
けないのです」(註16)と強い口調で教師へ忠告をし
ている。第?章で、佐藤学が「学校で制作した作
品を苦々しく思っている子どもたちが多い」と書
いた。日本の教育の場では、絵画といえばアカデ
ミックな、いわゆる写実が中心課題で、個性の表
現は、せいぜいヴァリエーション的範囲にしか考
えられていないというのが、一般的であろう。幼
児教育の場もまた例外ではない。「生活画」「観察
画」という言葉をよく耳にする。「「生活画」とい
うのは、古今東西の名画でいうと、たとえばどん
なものだろう。「観察画」「生活画」「想像画」「物
語の絵」などという言葉は、教育界に入ってから
はじめて知った言葉だった。誰かが必要に迫られ
て、新しいジャンルを作ったのだろう。」と松本キ
ミ子は言う。(註17)運動会や動物園遠足、芋掘りなど
の収穫、それらの行事は必ず絵を描く題材となる。
先生たちは一生懸命、思い出させて絵を描くよう
に指導をする。おとなであっても、思い出しなが
ら描くのは難しい、それを平気で子どもたちにさ
せる。「作品」を作る目的しかそこにはない。それ
をさせる教師は自分で絵を描くことをしないから、
なんのために絵を描くのかを見失っているのでは
ないだろうか。鬼丸吉弘は続けて言う「おとなは
年長者なるが故に、子どもに命令できると言うの
でしょうか。「絵を教える」のであれば、大人はそ
れなりの勉強をすべきなのです。子どもの絵とは
どういう性質のものか。子どもの絵はおとなのそ
れと、どう違うのか。そのことにどんな重要な意
味が含まれているのか。そしていったい子ども、
とくに幼少児には、「教える」ということが可能な
のかと。」(註18)勉強しなさいと言っているのは、す
くなくとも保育者となる人は子どもの絵の発達過
程を学んで子どもに対して欲しいと切望している
のである。では子どもに教える事をしなくてもよ
いのかという疑問が生じてくる。承知のように教
えてよい時期、教えてはいけない時期がある。そ
の判断が出来るのは教師が勉強しているかどうか
に左右されてしまう。このことが子どもへの重要
な援助の一つだと思う。さらにあげることが出来
るのが、活動のための環境づくりが重要である。
活動中の子どもを観察することも大切であり、子
どもの活動を把握する事によって、「それは何
か？」と質問する事は避けられる。「それはなに？」
と聞かれると子どもは反省を促されてしまう場合
もあるし、何かを答えなければならなくなる。活
動している、そのことに意味があって、「作品」を
作っているのではない。援助ということは助ける
ということだけではなく、育てるということも含
んでいる。「育てるということは、子どもの側に
立ってみて初めて可能なのではないでしょうか。
子どもの気持ちになって見なければ何を助け、何
を育てていかなければならないかが分からないか
らです。」(註19)加藤怜子・日名子孝三は『造形表現
の指導』でこのようにも言う「子どもから習いな
がら、援助をしていく」と。幼児期にあってはな
らないのは訓練的教育ではなく、身守ること、準
備すること、耳を傾けること、安全の保証ではな
いだろうか。保育者に対しては、自ら経験、体験
することを心がけることではないだろうか。
就学期に多くの美術離れ者を作りだしている今
日の状況において自信を持てない子どもたちに対
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して、「教える手段は慎重でなければならない。比
較的単純な手法から出発して、徐々に複雑なもの
に至る様、適切な訓練手段が講じられなくてはな
らぬ。」と鬼丸吉弘は再現期における思春期の危機
への適切な指導と訓練の必要性を書いてい
る。(註20)描けないというのは、写実的に、見た様
に、本物のように「描けない」のである。そのよ
うに描くためには、どのような方法を取ろうが、
描くための修練を積まねばならない。ピアノを弾
くためには練習が必要なように、絵を描く手も筋
肉や関節を訓練してやらねばならない。教える側
は子どもたちに適切な援助をするために子どもの
絵とは何かということを学ぶことと、絵を描くこ
とへの道具や材料の準備、好奇心を育て、集中力
の持続などの訓練もまた欠くことが出来ないので
はないだろうか。
?．考察
今も子どもの手を取って描かせたり、子どもの
絵に直接手を入れてしまう教師がいる。なぜかと
いうと、もちろん子どもの描画がどのように発達
していくのかを知らずにいると言えるが、この教
師は子どもを未熟な大人、教えるべき存在として
認識し、そしてなによりも他の目を重視している。
こんな光景を目にした、あるデパートで子どもた
ちの絵が展示されていた。母の日に向けて、お母
さんを描いた絵である。３才、４才も５才の絵も
ある、３才の絵のなかには顔をいわゆる「はだ色」
でしっかり塗られているものもあった。まだ頭足
類を描いている子どももいて当然の年令で、人間
の顔を描かされている。その他のたくさんの絵も、
同じ顔が並ぶ。髪は黒く、目も鼻も口もほとんど
同じ形状である。このような指導をしてしまうこ
とがまだあるということは驚きである。「おとな
が子どもの描画のためになすべきことは、画をか
くための機会をつくってやること、どんなにおと
なの目に奇妙に、あるいはものたりなく見えよう
とも、子どもの描いたものにいつも好意と共感を
もつ事、そして子どもが行き詰まった時に適切な
処置を講ずることである。適切な処置というのは
描き方を教える事ではない。手本を示す事でもな
い。子どもの経験を刺戟してやること、材料を変
えてやることを指す。」と鬼丸吉弘が繰り返し書い
ている。(註21)児童画には発達過程があること、子ど
もを取り巻くおとなが満足をしている一方で子ど
もたちは、子どもが子どもであることを奪われて
いる、階段を飛び越えてしまう事に意味はない。
鬼丸吉弘が「勉強しなさい」と言っているのは、
子どもの造形的発達を学ぶということと、教える
側に立つ者は自分のための学びをしなさいという
ことである。自分自身を楽しませること、そのこ
とを日常化すること、それが子どもへの援助にも
つながっていく。保育者は自分を描く側、作る側
に置く事をしなければ、造形するための場の設定
すら考える事は出来ないだろう。保育する側は、
決められたことに従うだけになってはならないの
である。
イタリア、レッジョ・エミリア市にある幼児教
育システム、活発な造形活動で知られる「レッ
ジョ・チルドレン」の幼稚園には造形専門者であ
るアトリエリスタが存在する。(註22)アトリエリス
タは造形美術と幼児教育を専門として学んでおり、
レッジョ・チルドレンの幼稚園、保育園の子ども
たちはもちろん、そこに働く教師の指導も行なう、
また子どもたちの親への啓蒙もその仕事である。
日本においても参考に出来る部分は多い。美術が
嫌いであるという学生たちが増大している現状を
みると、幼児期、また就学期においても、教える
側、育てる側の役割と責任を、システムを含めて、
考える必要があるだろう。
謝辞
この文を書くにあたって、たくさんの絵を提供
してくれた藤女子大学保育学科の卒業生である川
尻知美さんに心から感謝いたします。
図版
図１．たたきつけ ２才～３才 女子
図２．振幅 ２才～３才 女子
図３．回転 ３才 女子
図４．迷走 ３才 女子
図５．まんだら ３才 男子
図６．頭足類１ ３才 女子
図７．頭足類２ ３才 女子
図８．頭足類３ ３才 女子
図９．頭足類４ ４才 女子
図10．頭足類５ ４才 女子
図11．頭足類６ ４才 男子
図12．かにさん ４才 女子
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図13．家 ４才 男子
図14．身体と手 ４才 女子
図15．身体を表すスカート ４才 女子
図16．身体とスカート ４才 女子
図17．身体を表すスカートから手 ４才 女子
図18．運動会 ５才 女子
図19．家と人間が同じ大きさ。 ５才 女子
図20．ブランコ ５才 女子
図21．木 ５才 女子
図22．方向線の手 ５才 女子
図23．女の子１ ４才 女子
図24．女の子２ ４才 女子
図25．女の子３ ４才 女子
図26．女の子４ ５才 女子
図27．迷路 ６才 男子
図28．空と地面がつながった ６才 女子
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